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あべ議員は、鷲澤市長が「危険でムダ」な県営浅川ダム建設を推進したことをはじめ、多額の税金を使ってマンション

とテナントと一部企業のためのビルをつくる権堂Ｂ－1地区市街地再開発事業、市民の大きな反対運動を無視して４年前

の市長選公約「いったん白紙に戻す」も破って強行している市庁舎･市民会館建て替え事業、第４学校給食センター新設

計画などの大規模公共事業を推進し、市財政にも深刻な影響があると指摘。一方、12 年間に各種の値上げや給付削減で

市民負担は 29 億円も増え、公立保育所を民営化し、子ども医療費無料化は県下 17 市で最低、多くの子どもが利用できな

い「放課後子どもプラン」など子育て支援策は遅れ、市職員は非正規が増やされ「官製ワーキングプア―」を多く生み出

している状況や合併した中山間地域の人口減少などをあげ、市の見解をただしました。 

市長は、「徹底した行財政改革を行い、経費削減や新たな財源の確保に努めてきた」、「（大規模事業は）市の発展に欠く

ことができない、早急に実施しなければならない事業」と正当化。保健福祉部長は、公立保育所の民営化について、「民

間ならではの発想力を生かし、多様な保育ニーズに対応するため」とし、公立保育所の役割は「民間では運営困難かつ統

廃合困難な施設の維持」との認識を示しました。 

「放課後子どもプラン」について、あべ議員は、市が学校開放だけで対応する方針のため、「多くは 2 年生、3 年生の

留守家庭児童しか受け入れられない事態にある」と問題を指摘しましたが、教育次長は、「今後も学校施設を活用した居

場所の拡充をすすめる」と答えました。長野広域ごみ焼却施設の灰溶融施設について、あべ議員は、「京都市はトラブル

続きのため契約解除した。ランニングコストが高く休止する自治体が相次いでいる」として計画見直しを求めましたが、

環境部長は「事故原因が究明され対策が講じられている。長野市と同じ方式の施設では、この 6年間に事故の報告はない」

と「安全」を強調、ランニングコストは「年 3億から 4億 5千万円程度の見込み」としました。 

あべ議員は、このほか入札制度の改善と住宅リフォーム助成事業の再開など地域密着型景気対策の実施、市の責任放棄

となる公民館への指定管理者制度の導入の撤回なども求めながら、「長野市が、市民一人一人に希望を発信できるあたた

かな市政となるよう、全力をつくす」と党市議団の決意を表明しました。 

 

原田のぶゆき議員 一般質問（12 日）   

学校給食センターの地場産食材拡大へ、「契約栽培方式」を提案、 
導入に前向きの答弁を得る 

原田議員は、エネルギー政策や防災、農業振興、第 4学校給食センターについて質問しました。 

このなかで、学校給食センターでの地場産食材の活用拡大を求め、「現在の入札制度をあらため、事前に予算の範囲内

で数量と単価、品目を決め、生産者団体と契約栽培方式はできないのか。そのために農業政策課がＪＡに働きかけて市教

委や農業委員会と協働して課題を解決し、地場産拡大に道をあけていただきたい」と提起しました。これにたいし市から

「導入に向け、検討したい」（教育次長）、「農協に検討していただき、調整していきたい」（農林部長）と前向きの答弁を

得ました。農業振興に関して原田議員は、農林部に農業の専門家を配置し、県やＪＡの技術員と連携して役割を果たすこ

とを提起。農林部長は「農業専門指導員を 2004 年度から配置し、指導や助言をおこなっている」と答えましたが、非常

勤職員であることから、原田議員は正規職員での配置を求めました。さらに新規就農者への支援の充実を求めました。

エネルギー政策について、原田議員はドイツ視察（私費）をふまえて原発にたいする市長の姿勢をただし、再生可能エ

ネルギー拡大のためのソーラーパネル普及や小水力発電の活用を質問。巨大地震と防災について、市有施設の耐震化、消

防団の処遇や装備の充実、道路や橋、トンネルなどの耐震化や維持更新の強化を求めました。原発の是非について市長は、

「十分な議論のなかで判断すべき」と「原発ゼロ」を明確にしませんでした。「中山間地での小水力発電を野生鳥獣害対

策の電気柵に利用できないか」との問いにたいし、環境部長は、鬼無里府成（ふなる）地区の農家 4軒が共同実施してい

る農業用水を活用した小水力発電による電気柵や電灯電源の活用例もあげて、「関係部局や地域、農協などと連携し、普

及促進に努めたい」と答えました。 
 

あす23 日（月･休日） 講演会「木曽町 田中町長が語る-住民が主人公のまちづくり-」

 午後１時 30 分～ ホテル信濃路 ２階「浅間」  党長野市議団主催、入場無料  お出かけください 

鷲澤市長、引退を表明（10 日） 

あべ孝二議員 一般質問（11 日）  鷲澤市政の 3 期 12 年を検証 

大規模公共事業の強力な推進と民営化路線を推進 
一方、市民には負担増と福祉サービスを切り捨ててきた 
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